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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドア本体の室内側の面の周辺部に取付けられた第１枠体と、この第１枠体で囲まれた中
央領域を覆うとともに、前記第１枠体に固定された室内側化粧パネルと、この室内側化粧
パネルと前記ドア本体の室内側の面との間に配設され、かつ前記室内側化粧パネルに取付
けられた遮音・断熱部材と、前記室内側化粧パネルの周辺部に配設されるとともに、前記
第１枠体と協働して前記室内側化粧パネルの外周外側に開口する溝部を形成する第２枠体
と、前記溝部内に装着され、かつ前記溝部とドア取付枠体間の隙間を遮蔽するシール部材
とを備え、
　前記室内側化粧パネルは、錠前を取り付けるための錠前用切欠きを有し、
　前記室内側化粧パネルに、前記錠前用切欠きを設けることによって生じる前記ドア本体
と前記室内側化粧パネル間の隙間を閉塞する錠前部補強部材を取り付けたことを特徴とす
る玄関ドア。
【請求項２】
　第１枠体を、長さ方向に対する垂直断面が取付片と共締め片とがＬ字状に結合された第
１枠材をもって構成するとともに、第２枠体を、長さ方向に対する垂直断面が共締め片と
枠面形成片とが横向きＴ字状に結合された第２枠材をもって構成し、かつ室内側化粧パネ
ルを四角形状の化粧パネルの四周縁に共締め片を立設した箱状として構成し、さらに前記
第１枠材を前記取付片をもって取付ねじによりドア本体の室内側の面に取付けるとともに
、前記第１枠材と前記第２枠材と前記室内側化粧パネルの３者の前記共締め片を固定ねじ
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をもって共締めすることにより、これらの共締め片と、前記第１枠材の前記取付片と、前
記第２枠材の前記枠面形成片とにより、前記室内側化粧パネルの外周外側に開口する溝部
が形成されるようにした請求項１記載の玄関ドア。
【請求項３】
　室内側化粧パネルに取付けられた遮音・断熱部材を、ドア本体の室内側の面から離間し
て配設した請求項１または２に記載の玄関ドア。
【請求項４】
　室外側化粧パネルを、ドア本体の室外側の面に、取付ねじをもって前記室外側化粧パネ
ルの周辺部を前記ドア本体の室外側の面に固定することにより取付けるとともに、前記室
外側化粧パネルの周辺部に配設した室外側枠体により、前記取付ねじを被覆した請求項１
～３のいずれかに記載の玄関ドア。
　
【請求項５】
　シール部材を、ドア取付枠体と溝部間の隙間を遮蔽するシール部と、前記溝部内に嵌入
する嵌入部と、前記隙間の大きさに応じてシール部材の厚さを調節する調節部とより構成
し、前記調節部を複数の調節小板を重ねた形態として構成し、前記隙間の大きさに応じて
、前記調節小板の任意数を除去することにより、シール部材の厚さを調節可能なものとし
た請求項１～４のいずれかに記載の玄関ドア。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、玄関ドアに関し、古い玄関ドアを取り替えることなく、低コストで遮音性、
断熱性、気密性を向上させた玄関ドアに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、玄関ドアの代表的な改修方法としては、その１として、玄関ドアを、別途製作
した遮音性等に優れた玄関ドアと交換する方法、その２として、ドア取付枠の内周に気密
性を向上させるための枠カバーを取付ける方法、その３として、古い玄関ドアに遮音性・
断熱性を有する部材を取付ける方法などが挙げられる。
【０００３】
　これらのうち、その１の方法は、高コストである。また、その２の方法は、枠カバーを
取付けるために、玄関ドアを開けたときの開放寸法が小さくなり、改修前には搬出入でき
た家具等が、改修後には搬出入できない場合が生ずる。また、その３の方法としては、た
とえば特許文献１に開示される方法が挙げられるが、ここに開示される技術は、具体的構
成において、図４に示されるように、使用する部材の中で、コスト比率の高いベースパネ
ル２ｂを、カバー部材３５とともに使用するものであり、コストの観点から必ずしも満足
できるものではない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－２０３０７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、前記の現状に鑑み、古い玄関ドアを取り替えることなく、これを低コストで
改修して、遮音性、断熱性、気密性を向上させるとともに、玄関ドアを開けたときの開放
寸法も小さくなることがなく、さらに好ましい態様では、見栄えが良好な玄関ドアを提供
することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　本発明によると、前記課題は、次のような手段によって解決される。
（１）ドア本体の室内側の面の周辺部に取付けられた第１枠体と、この第１枠体で囲まれ
た中央領域を覆うとともに、前記第１枠体に固定された室内側化粧パネルと、この室内側
化粧パネルと前記ドア本体の室内側の面との間に配設され、かつ前記室内側化粧パネルに
取付けられた遮音・断熱部材と、前記室内側化粧パネルの周辺部に配設されるとともに、
前記第１枠体と協働して前記室内側化粧パネルの外周外側に開口する溝部を形成する第２
枠体と、前記溝部内に装着され、かつ前記溝部とドア取付枠体間の隙間を遮蔽するシール
部材とを備え、前記室内側化粧パネルは、錠前を取り付けるための錠前用切欠きを有し、
前記室内側化粧パネルに、前記錠前用切欠きを設けることによって生じる前記ドア本体と
前記室内側化粧パネル間の隙間を閉塞する錠前部補強部材を取り付けたことを特徴とする
玄関ドアとする。
　このような構成とすることにより、古い玄関ドアを取り替えることなく、ドア本体とし
て利用して、低コストで改修し、遮音性、断熱性、気密性を向上させるとともに、玄関ド
アを開けたときの開放寸法も小さくなることがない玄関ドアを提供することができる。
【０００７】
（２）前記（１）項において、第１枠体を、長さ方向に対する垂直断面が取付片と共締め
片とがＬ字状に結合された形状の第１枠材をもって構成するとともに、第２枠体を、長さ
方向に対する垂直断面が、枠面形成片と共締め片とが横向きＴ字状に結合された形状の第
２枠材をもって構成し、かつ室内側化粧パネルを四辺形状の化粧パネルの四周縁に共締め
片を立設した箱状として構成し、さらに前記第１枠材を前記取付片をもって取付ねじによ
りドア本体の室内側の面に取付けるとともに、前記第１枠材と前記第２枠材と前記室内側
化粧パネルの３者の前記共締め片を重ね合わせて、固定ねじをもって共締めすることによ
り、これらの共締め片と、前記第１枠材の前記取付片と、前記第２枠材の前記枠面形成片
とにより、前記室内側化粧パネルの外周外側に開口する溝部が形成されるようにする。
このような構成とすることにより、特許文献１の図４、段落００２５に記載されるような
薄板鋼板で形成され、使用する部材の中で、コスト比率の高いベースパネル２６を使用す
る必要がないため、低コストで改修し、遮音性、断熱性、気密性を向上させることができ
る。
【０００８】
（３）前記（１）項または（２）項において、室内側化粧パネルに取付けられた遮音・断
熱部材を、ドア本体の室内側の面から離間して配設する。
このような構成とすることにより、ドア本体の室内側の面と、室内側化粧パネルに取付け
られた遮音・断熱部材との間の離間した空間領域において断熱が図れるとともに、室外か
らの騒音のうち、遮音・断熱部材に吸収されない騒音が、ドア本体の室内側の面と、遮音
・断熱部材との間で反射し合い減衰する。
【０００９】
（４）前記（１）項～（３）項のいずれかにおいて、室外側化粧パネルを、ドア本体の室
外側の面に、取付ねじをもって前記室外側化粧パネルの周辺部を前記ドア本体の室外側の
面に固定することにより取付けるとともに、前記室外側化粧パネルの周辺部に配設した室
外側枠体により、前記取付ねじを被覆する。
このような構成とすることにより、ドア本体の室外側の面に室外側化粧パネルを取付ける
とともに、室外側枠体を配設することにより、改修後の玄関ドアの室外側の見栄えが良好
となり、より好ましい玄関ドアが得られる。
【００１０】
（５）前記（１）項～（４）項のいずれかにおいて、シール部材を、ドア取付枠体と溝部
間の隙間を遮蔽するシール部と、前記溝部内に嵌入する嵌入部と、前記隙間の大きさに応
じてシール部材の厚さを調節する調節部とより構成し、前記調節部を複数の調節小板を重
ねた形態として構成し、前記隙間の大きさに応じて、前記調節小板の任意数を除去するこ
とにより、シール部材の厚さを調節可能なものとする。
このような構成とすることにより、ドア取付枠体と溝部間の隙間が、改修後の玄関ドアの
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上下左右の周縁間において、大きさが異なる場合にも、調節小板の除去数を選択すること
により良好に対応できるとともに、所望とする室内外間の気密度に応じて対応することが
できる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明は、古い玄関ドアを取り替えることなく、これを低コストで改修して、遮音性、
断熱性、気密性を向上させるとともに、玄関ドアを開けたときの開放寸法も小さくなるこ
とがなく、さらに好ましい態様では、見栄えが良好な玄関ドアを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態の玄関ドアを、室外側から見た全体正面図である。
【図２】図１に示す玄関ドアを、室内側から見た全体正面図である。
【図３】図１におけるIII～III線縦断面を概略的に示す縦断面図である。
【図４】図１におけるIV～IV線横断面図である。
【図５】図３における破線四辺形Ｖ内の部分拡大図である。
【図６】遮音・断熱部材や補強部材等が取付けられた室内側化粧パネルの背面図である。
【図７】ドアアイ補強板の背面図と側面図である。
【図８】ポスト口補強板の背面図と側面図である。なお、遮音・断熱部材を破線で示す。
【図９】ドアチェック裏板の背面図と側面図である。
【図１０】ドアガード裏板の背面図と側面図である。
【図１１】錠前部補強部材の背面図と側面図である。
【図１２】錠前カバーの正面図と側面図である。
【図１３】図２におけるXIII～XIII線横断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明を、実施形態を示す図面に基づいて説明する。
　図１は、本発明の実施形態の玄関ドア１を室外側から見た全体正面図、図２は、図１に
示す玄関ドア１を、室内側から見た全体正面図である。図３は、図１におけるIII～III線
縦断を概略的に示す縦断面図、図４は、図１におけるIV～IV線横断面図、図５は、図３に
おける破線四辺形Ｖ内の部分拡大図である。　
【００１４】
　本発明は、図３～図５に示すように、古い玄関ドアをドア本体２として利用して改修し
、低コストで遮音性、断熱性、気密性を向上させた玄関ドア１であり、ドア本体２が取付
けられていたドア取付枠体３もそのまま利用する。
　なお、図３～図５において、ドア本体２とドア取付枠体３は、２点鎖線で示す。
【００１５】
　図５に示すように、ドア本体２の室内側の面２ａの周辺部に第１枠体４を取付ける。第
１枠体４は、長さ方向に対する垂直断面が取付片４ａと共締め片４ｂとがＬ字状に結合さ
れた形状の第１枠材４ｃを、ドア本体２の室内側の面２ａの上下左右の周辺部に配設して
、取付片４ａをもって取付ねじ５により、ドア本体２の室内側の面２ａに取付けることに
より構成される。なお、第１枠体４は、たとえばドア本体２の室内側の面２ａの上下左右
の周辺部に配設する各々の第１枠材４ｃの両端を４５度にカットし、隣接する第１枠材４
ｃ同士を当接させて、溶着や接着剤などで固着し、予め枠状としたものを、ドア本体２の
室内側の面２ａに取付ねじ５により取付けてもよい。
【００１６】
　この第１枠体４には、遮音・断熱部材６を予め取付けた室内側化粧パネル７と、第２枠
体８とが固定される。
【００１７】
　図３～図５に示すように、室内側化粧パネル７は、ドア本体２の室内側の面２ａよりも
やや小さい四辺形状の化粧パネル７ａと、この化粧パネル７ａの四周縁に共締め片７ｂを
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立設した箱状として構成される。
　この室内側化粧パネル７には、第１枠体４に固定して、ドア本体２の室内側の面２ａに
取付ける前に、予め遮音・断熱部材６を始めとして、各種の補強部材やドアチェック裏板
などが取付けられるが、これらの詳細については後記する。
【００１８】
　第２枠体８は、長さ方向に対する垂直断面が、枠面形成片８ａと共締め片８ｂとが横向
きＴ字状に結合された形状の第２枠材８ｃをもって構成される。
【００１９】
　これらの室内側化粧パネル７と第２枠体８を、ドア本体２の室内側の面２ａに取付けら
れた第１枠体４に固定するには次のようにする。すなわち、図５に示すように、室内側化
粧パネル７を、第１枠体４で囲まれた中央領域を覆うように配設するとともに、第１枠体
４を構成する第１枠材４ｃと、第２枠体８を構成する第２枠材８ｃと、室内側化粧パネル
７の三者の共締め片４ｂ、８ｂ、７ｂを重ね合わせて固定ねじ９をもって共締めすること
により、これらの共締め片４ｂ、８ｂ、７ｂと、第１枠材４ｃの取付片４ａと、第２枠材
８ｃの枠面形成片８ａとにより、室内側化粧パネル７の外周外側に溝部１０が形成される
ように第２枠体８と室内側化粧パネル７とを配設して、第１枠体４の取付片４ａに固定す
る。
【００２０】
　このようにすることにより、遮音・断熱部材６は室内側化粧パネル７とドア本体２の室
内側の面２ａとの間に配設されるとともに、第２枠体８は、第１枠体４と協動して室内側
化粧パネル７の外周外側に開口する溝部１０を形成することとなる。
【００２１】
　室内側化粧パネル７に取付けられた遮音・断熱部材６は、ドア本体２の室内側の面２ａ
から離間して配設することが好ましい。このようにすることにより、ドア本体２の室内側
の面２ａと、遮音・断熱部材６との間の離間した空間領域において断熱が図れるとともに
、室外からの騒音のうち、遮音・断熱部材６に吸収されない騒音が、ドア本体２の室内側
の面２ａと、遮音・断熱部材６との間で反射し合い減衰する。
【００２２】
　室内側化粧パネル７の外周外側に開口する溝部１０内には、この溝部１０とドア取付枠
体３間の隙間を遮蔽するシール部材１１が装着される。
　このシール部材１１は、ドア取付枠体３と溝部１０間の隙間を遮蔽するシール部１１ａ
と、溝部１０内に嵌入する嵌入部１１ｂと、前記隙間の大きさに応じてシール部材１１の
厚さを調節する調節部１１ｃとより構成される。この調節部１１ｃは、複数の調節小板を
重ねた形態として構成され、前記隙間の大きさに応じて、前記調節小板の任意数を除去す
ることにより、シール部材１１の厚さが調節可能となっている。
　このようにシール部材１１の厚さを調節可能とすることにより、ドア取付枠体３と溝部
１０間の隙間が、改修後の玄関ドア１の上下左右の周縁間において、大きさが異なる場合
にも、調節小板の除去数を選択することにより良好に対応できるとともに、所望とする室
内外間の気密度に応じて対応することができる。
【００２３】
　また、改修後の玄関ドア１の室外側の見栄えを良好とするために、室外側化粧パネル１
２を、ドア本体２の室外側の面２ｂに、取付ねじ１３をもって前記室外側化粧パネル１２
の周辺部を前記ドア本体２の室外側の面２ｂに固定することにより取付けるとともに、前
記室外側化粧パネル１２の周辺部に配設した室外側枠体１４により、前記取付ねじ１３を
被覆する。
【００２４】
　また、前記したように、室内側化粧パネル７には、第１枠体４に固定して、ドア本体２
の室内側の面２ａに取付ける前に、予め遮音・断熱部材６を始めとして、各種の補強部材
やドアチェック裏板などが取付けられるが、次に、これらの詳細については説明する。
【００２５】
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　図６は、遮音・断熱部材６や補強部材等が取付けられた室内側化粧パネル７の背面図で
ある。斜線を付した部分が遮音・断熱部材６である。なお、図３は、図１におけるIII～I
II線縦断面を概略的に示す縦断面図であり、図６に示すように、室内側化粧パネル７の裏
面には、遮音・断熱部材６を取付けていない部分も存在するが、これらを正確に示すもの
ではない。
　図６に示すように、室内側化粧パネル７の後面には、一部を除いて、遮音・断熱部材６
が、両面テープなどを用いて取付けられる。遮音・断熱部材６としては、遮音・断熱機能
を有するものであれば特に限定されないが、代表的なものとして、スチレンフォーム等が
好ましく用いられる。
【００２６】
　また、一般的に玄関ドア１には、ドアアイ１５が設けられる。このドアアイ１５が位置
する部分には、ドアアイ補強板１６が取付けられる。
【００２７】
　図７は、ドアアイ補強板１６の背面図と側面図である。ドアアイ補強板１６は、左右方
向に長い四辺形状の板体１６ａの上下縁に後方に延びるリブ１６ｂが設けられた側面視が
後向きコ字状をなし、左右中央に四辺形状の切欠き１６ｃが設けられている。このドアア
イ補強板１６は、たとえば板体１６ａの前面における上下に、両面テープ１７を貼着し、
切欠き１６ｃの中央にドアアイ１５が位置するようにして室内側化粧パネル７の後面に取
付けられる。
【００２８】
　また、玄関ドア１の室内側の面には、図２に示すように、郵便受箱１８が取付けられる
。この郵便受箱１８を取付ける部分には、郵便受口補強板１９が取付けられる。
【００２９】
　図８は、郵便受口補強板１９の背面図と側面図である。郵便受口補強板１９は、ドアア
イ補強板１６と同様に、左右方向に長い四辺形状の板体１９ａの上下縁に後方に延びるリ
ブ１９ｂが設けられた側面視が後向きコ字状をなし、左右中央に四辺形状の切欠き１９ｃ
が設けられている。この切欠き１９ｃの左右両側には、遮音・断熱部材６が取付けられる
。
　この郵便受口補強板１９も、前面における上下に、たとえば両面テープ２０を貼着し、
切欠１９ｃの中央に郵便受口２１が位置するようにして、室内側化粧パネル７の後面に取
付けられる。
【００３０】
　図６に示す室内側化粧パネル７の後面における郵便受口補強板１９が取付けられた部分
の下方には、若干のスペース２２が設けられているが、これは郵便受口補強板１９の上下
方向の取付位置を、郵便受口２１に合せて微調整するためのスペースである。
【００３１】
　室内側化粧パネル７の上縁部における戸元側には、ドアチェック２３を取付けるための
ドアチェック裏板２４が取付けられている。
　図９は、ドアチェック裏板２４の背面図と側面図である。同様に、両面テープ２５等で
取付けられる。
【００３２】
　室内側化粧パネル７の後面におけるドアアイ補強板１６の下方の戸先側には、ドアガー
ド裏板２６が取付けられている。
　図１０は、ドアガード裏板２６の背面図と側面図である。同様に、両面テープ２７等で
取付けられる。
【００３３】
　室内側化粧パネル７の後面の戸先側の上下中央位置には、錠前２８を取付けるための錠
前用切欠き２９が設けられ、この錠前用切欠き２９の周縁を補強するための錠前部補強部
材３０が取付けられている。
　図１１は、錠前部補強部材３０の背面図と側面図である。同様に、両面テープ３１等で
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取付けられる。
【００３４】
　また、室内側化粧パネル７の前面における、前記錠前部補強部材３０が設けられた位置
に対応する部分には、図２に示すように錠前カバー３２が取付けられている。
　図１２は、錠前カバー３２の正面図と側面図である。同様に、両面テープ３３等で室内
側化粧パネル７の前面における錠前用切欠き２９の周縁に取付けられる。
【００３５】
　図１３は、図２におけるXIII～XIII線横断面図である。本図が示すように、改修前の玄
関ドアであるドア本体２に取付けられていた錠前２８は、取付位置を変更することなく、
そのまま改修後の玄関ドア１の錠前２８として使用することができる。また、室内側化粧
パネル７に錠前用切欠き２９を設けることによって生じた、ドア本体２と室内側化粧パネ
ル７間の隙間は、錠前部補強部材３０によって閉塞されている。
【符号の説明】
【００３６】
１　　玄関ドア
２　　ドア本体
２ａ　室内側の面
２ｂ　室外側の面
３　　ドア取付枠体
４　　第１枠体
４ａ　取付片
４ｂ　共締め片
４ｃ　第１枠材
５　　取付ねじ
６　　遮音・断熱部材
７　　室内側化粧パネル
７ａ　化粧パネル
７ｂ　共締め片
８　　第２枠体
８ａ　枠面形成片
８ｂ　共締め片
８ｃ　第２枠材
９　　固定ねじ
１０　溝部
１１　シール部材
１１ａ　シール部
１１ｂ　嵌入部
１１ｃ　調節部
１２　　室外側化粧パネル
１３　　取付ねじ
１４　　室外側枠体
１５　　ドアアイ
１６　　ドアアイ補強板
１６ａ　板体
１６ｂ　リブ
１６ｃ　切欠き
１７　　両面テープ
１８　　郵便受箱
１９　　郵便受口補強板
１９ａ　板体
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１９ｂ　リブ
１９ｃ　切欠き
２０　　両面テープ
２１　　郵便受口
２２　　スペース
２３　　ドアチェック
２４　　ドアチェック裏板
２５　　両面テープ
２６　　ドアガード裏板
２７　　両面テープ
２８　　錠前
２９　　錠前用切欠き
３０　　錠前部補強部材
３１　　両面テープ
３２　　錠前カバー
３３　　両面テープ

【図１】 【図２】
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【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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